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1. 2022年3月期の業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 2,628 △32.1 △1,233 ― △246 ― △430 ―

2021年3月期 3,868 △53.7 △1,207 ― △738 ― △1,470 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 △53.62 ― △55.8 △5.8 △46.9

2021年3月期 △183.11 ― △84.9 △16.8 △31.2

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 3,923 543 13.8 67.67

2021年3月期 4,563 1,000 21.9 124.57

（参考） 自己資本 2022年3月期 543百万円 2021年3月期 1,000百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 △158 34 174 2,388

2021年3月期 △1,254 △130 2,099 2,337

(注)2021年３月期の数値及び指標に会計方針の変更に伴う遡及適用影響額を反映させております。

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産
配当率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 0 ― 0.0

2022年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 0 ― 0.0

2023年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

(注)2023年３月期の配当につきましては、現時点で未定です。

3. 2023年 3月期の業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,000 356.0 △5 ― △5 ― △27 ― △3.36

通期 6,100 232.1 76 ― 65 ― 0 ― 0.00



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　有

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 8,550,400 株 2021年3月期 8,550,400 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 522,110 株 2021年3月期 522,110 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 8,028,290 株 2021年3月期 8,028,361 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成
を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予
想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が断続的に発生し、緊急事態宣言及び

まん延防止等重点措置が発出されるなど、先行きの不透明な状況が続きました。

外食産業におきましては、断続的な自治体からの営業時間短縮及び酒類の提供の中止・制限にかかる要請が実施され、

営業制限の要請を受けました。

不要不急の外出や大人数での飲食を控える傾向も根強く、厳しい事業環境が続いております。

また、資源価格の高騰と円安による食材価格やエネルギー価格の上昇リスク、海外からの輸送問題による原材料確保

のリスク等、依然として予断を許さない状況が続いております。

このような状況の中、当社はお客様や従業員の安全を考慮し、店舗の衛生管理を徹底すると共にお客様の満足度向上

に努めるべく、既存ブランドの成長と新業態の強化、及びデリバリーサービスの強化とテイクアウトメニュー拡充など

業績回復に向け努めてまいりました。

また、政府や各自治体からの緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置の適用に係る各種要請等により、営業自粛や営

業時間短縮等の発出に伴う、雇用調整助成金や時短協力金等の各種支援策を活用し、収益確保に取り組んでまいりまし

た。

このような取組みを行ってまいりましたが、当事業年度における経営成績は、売上高は26億28百万円（前年同期比

32.1％減）、営業損失は12億33百万円（前年同期は営業損失12億７百万円）、経常損失は２億46百万円（前年同期は経

常損失７億38百万円）、当期純損失は４億30百万円（前年同期は当期純損失14億70百万円）となりました。

　

【当事業年度の概況】

前事業年度
自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

当事業年度
自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

対前年同期比

増減額 増減率（％）

売上高（百万円） 3,868 2,628 △1,239 △32.1

営業損失(△)（百万円） △1,207 △1,233 △25 -

経常損失(△)（百万円） △738 △246 492 -

当期純損失(△)（百万円） △1,470 △430 1,039 -

１株当たり当期純損失(△) △183円11銭 △53円62銭 129円49銭 -
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【売上高の状況】

　 （単位：千円）

前事業年度 当事業年度

増 減自 2020年４月１日 自 2021年４月１日

至 2021年３月31日 至 2022年３月31日

構成比 構成比 増減率

《料飲部門》 ％ ％ ％

酔 虎 伝 254,521 6.6 113,731 4.3 △140,790 △55.3

八 剣 伝 1,120,902 29.0 847,345 32.2 △273,557 △24.4

居 心 伝 216,242 5.6 46,261 1.8 △169,981 △78.6

そ の 他 798,944 20.7 703,651 26.7 △95,293 △11.9

串 ま ん 16,138 0.4 11,493 0.4 △4,645 △28.8

八 右 衛 門 86,136 2.2 65,616 2.5 △20,519 △23.8

焼そばセンター 156,423 4.0 76,980 2.9 △79,442 △50.8

マ ル ケ ン 356,283 9.2 422,596 16.0 66,313 18.6

そ の 他 183,962 4.8 126,964 4.8 △56,998 △31.0

　 料飲売上高 2,390,610 61.8 1,710,988 65.0 △679,621 △28.4

《ＦＣ部門》

　 ロイヤリティ等売上計 263,844 6.8 208,722 7.9 △55,122 △20.9

《商品部門》

食 材 等 販 売 849,588 22.0 640,810 24.4 △208,777 △24.6

酒 類 等 販 売 155,657 4.0 30,874 1.2 △124,783 △80.2

　食材、酒類等販売売上高 1,005,246 26.0 671,685 25.6 △333,561 △33.2

　 その他部門売上高 208,339 5.4 36,914 1.5 △171,425 △82.3

合 計 3,868,041 100.0 2,628,310 100.0 △1,239,731 △32.1

① 料飲部門の販売の状況

料飲部門全体の売上高は、新規出店等により17億10百万円、前年同期比28.4の減となりました。直営店における全店

及び既存店の売上高、客数及び客単価の前年同期比は、以下のとおりとなります。

全店 既存店

売上高 客数 客単価 売上高 客数 客単価

酔 虎 伝 44.7% 55.1% 81.1% 86.3% 104.3% 82.8%

八 剣 伝 75.6% 93.2% 81.1% 86.3% 105.8% 81.5%

居 心 伝 21.4% 20.7% 103.4% 46.8% 44.5% 105.1%

そ の 他 88.1% 102.7% 85.8% 66.1% 69.4% 95.2%

合 計 71.6% 86.4% 82.8% 77.2% 88.0% 87.7%

(注) 既存店とは、オープン月を含め13ヶ月以上営業している店舗であります。

② ＦＣ部門の販売の状況

ＦＣ部門の売上は、ＦＣ加盟店からのロイヤリティ収入と販促物その他の販売等で、売上高は２億８百万円、前年同

期比20.9%の減となりました。

その主な内訳は、ロイヤリティ収入が１億65百万円で前年同期比26.9%の減、加盟料収入は15百万円で前年同期比7.9%

の増、販促物その他売上高が27百万円で前年同期比21.3%の増でありました。

③ 商品部門の販売の状況

商品部門の売上は、ＦＣ加盟店及びサプライヤーに対する食材、酒類等の販売であり、売上高は６億71百万円で前年

同期比33.2%の減となりました。

その主な内訳は、食材等の販売は６億40百万円で前年同期比24.6%の減、酒類等の販売は30百万円で前年同期比80.2%

の減でありました。

④その他部門の販売の状況

その他部門売上高は36百万円で前年同期比82.3%の減となりました。
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【業態別出退店の状況】

直営店及びＦＣ加盟店を合わせた当社グループ全店の店舗数は350店で、前期末店舗数比較で12店減少となりました。

期間中の新規出店は13店、退店は25店でありました。

前事業年度 当事業年度

自 2020年４月１日 自 2021年４月１日

至 2021年３月31日 至 2022年３月31日

期首
店舗数

出店数 退店数
期末店舗数 期首

店舗数
出店数 退店数

期末店舗数

増減数 増減数

直
営
店

酔 虎 伝 16 - 11 5 △11 5 3 - 8 3

八 剣 伝 68 1 20 49 △19 49 1 1 49 -

居 心 伝 22 - 16 6 △16 6 - 1 5 △1

串 ま ん 1 - - 1 - 1 - - 1 -

八 右 衛 門 4 - - 4 - 4 - - 4 -

焼そばセンター 10 - 3 7 - 7 - 3 4 △3

マ ル ケ ン 8 18 1 25 17 25 4 1 28 3

そ の 他 9 - 5 4 △5 4 2 - 6 2

小 計 138 19 56 101 △37 101 10 6 105 4

Ｆ
Ｃ
加
盟
店

酔 虎 伝 15 - 5 10 △5 10 - - 10 -

八 剣 伝 245 4 21 228 △17 228 2 15 215 △13

居 心 伝 10 1 4 7 △3 7 1 2 6 △1

そ の 他 16 2 2 16 - 16 - 2 14 △2

小 計 286 7 32 261 △25 261 3 19 245 △16

合 計 424 26 88 362 △62 362 13 25 350 △12

【直営料飲店の出店及び退店の状況】

直営店の出店は新規出店が３店、ＦＣ加盟店からの譲受が３店、他業態からの業態変更が4店で計10店でありました。

退店は完全退店が１店、ＦＣ加盟店への譲渡が１店舗、他業態への業態変更が４店で計６店でありました。

出店 退店

新規出店
ＦＣ加盟店

からの譲受
業態変更 計 完全退店

ＦＣ加盟店

への譲渡
社員独立 業態変更 計

酔虎伝 - 1 2 3 酔虎伝 - - - - -

八剣伝 - 1 - 1 八剣伝 - 1 - - 1

居心伝 - - - - 居心伝 - - - 1 1

その他 3 1 2 6 その他 1 - - 3 4

計 3 3 4 10 計 1 1 - 4 6

【ＦＣ加盟店の出店及び退店の状況】

ＦＣ加盟店の出店は新規出店が１店、直営店からの譲受が１店、業態変更が１店で計３店でありました。退店は完全

退店が15店、直営店への譲渡が３店、業態変更が１店舗で計19店でありました。

出店 退店

新規出店
直営店から

の譲受
社員独立 業態変更 計 完全退店

直営店への

譲渡
業態変更 計

酔虎伝 - - - - - 酔虎伝 - - - -

八剣伝 1 1 - - 2 八剣伝 11 3 1 15

居心伝 - - - 1 1 居心伝 2 - - 2

その他 - - - - - その他 2 - - 2

計 1 1 - 1 3 計 15 3 1 19
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（２）当期の財政状態の概況

　資産、負債及び純資産の状況
　 （単位：百万円）

2021年３月期末 当事業年度 増減

資産の部 4,563 3,923 △639

負債の部 3,563 3,380 △182

純資産の部 1,000 543 △456
　

当事業年度末における資産は、現金及び預金51百万円の増加、未収入金５億74百万円の減少、直営店舗の減損等の影

響により有形固定資産が１億12百万円の減少等により、総資産が前事業年度末に比べ６億39百万円減少し、39億23百万

円となりました。負債総額は、主に買掛金39百万円の減少、未払金１億49百万円の減少等により、前事業年度末に比べ

１億82百万円減少し、33億80百万円となりました。純資産につきましては、主に当期純損失の計上により４億56百万円

減少し、５億43百万円となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　キャッシュ・フローの状況に関する分析
　 （単位：百万円）

項目 前事業年度 当事業年度

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,254 △158

投資活動によるキャッシュ・フロー △130 34

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,099 174

現金及び現金同等物の増減額 714 51

現金及び現金同等物の期末残高 2,337 2,338
　

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、営業活動によるキャッシュ・フローが

１億58百万円の支出、投資活動によるキャッシュ・フローが34百万円の収入、財務活動によるキャッシュ・フローが１

億74百万円の収入となったことにより、前事業年度末と比べて51百万円増加し、23億88百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、減少した資金は１億58百万円であります。これは主に税引前当期純損失４億３百万円の計上に加え、

非資金項目の減価償却費１億２百万円、減損損失１億57百万円によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、増加した資金は34百万円であります。これは主に差入保証金の回収による収入３億73百万円、有形

固定資産の取得による支出１億87百万円によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、増加した資金は１億74百万円であります。これは資金調達に伴う借入金１億75百万円によるもので

あります。

　

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

第46期 第47期 第48期 第49期 第50期
2018年
３月期

2019年
３月期

2020年
３月期

2021年
３月期

2022年
３月期

自己資本比率（％） 57.1 56.6 58.6 21.9 13.8

時価ベースの自己資本比率（％） 125.2 121.0 101.9 86.7 91.9

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） - - - - -

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） - - - - -

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

　１．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

　２．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

　３．有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。
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（４）今後の見通し

今期の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種の進展や治療薬の開発の進行等によ

り経済活動が正常化へ向かうことが期待される一方、新たな変異株による感染再拡大の懸念もあり、引き続き感染状況

に応じて売上収益が左右される不安定な時期が続くものと思われます。今後の同ウイルスの終息時期や影響の程度は依

然として不透明な状況であり、原材料コストや人件費についても上昇が見込まれ、引き続き厳しい経営環境が予想され

ます。

このような環境の中ではありますが、当社は「人・美味しさ・楽しさ」をキーワードに「地域社会からあってよかっ

たと思っていただける心の診療所を目指す」を中期ビジョンに制定し、当社の行動指針「活気・味・真心」の実践を浸

透させる事で当社の想いを伝えてまいります。今期の営業施策として、既存店の業績回復を重点的に取り組むとしてお

り、前期に推進いたしました中食市場へのアプローチ「街の焼鳥屋さん」併設の促進に加え、主要業態「八剣伝」のブ

ランド再構築を目的としたプロジェクトを発足させ、業態価値の向上に努めてまいります。その他業態においては、テ

イクアウト販売やランチ営業の強化および１組あたり４名様までのお客様の満足度を高める対策を行ってまいります。

以上を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響については、緩やかに回復に向かうことを前提に、

2023年３月期の通期業績予想といたしましては、以下を見込んでおります。

　 売上高 6,100百万円 （前期比 232.1％増）

　 営業利益 76百万円 （ ― ）

　 経常利益 65百万円 （ ― ）

　 当期純利益 ０百万円 （ ― ）

注 上記の業績見込は、作成時点における経営環境を前提に作成しており、新型コロナウイルス感染症の感染及び収束状

況その他様々な要因によって大きく変動する可能性があります。業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに

公表いたします。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、政府、自治体による「緊急事態宣言」の発出による店舗の営業休止及び営業時間の短縮等、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響に伴い、売上高が著しく減少し、重要な営業損失、経常損失及び当期純損失並びにマイナスの営

業キャッシュ・フローを前期に引き続き計上したことから、現時点においては継続企業の前提に重要な疑義を生じさせ

るような事象又は状況が存在しております。

しかしながら、当社の当事業年度末の現金及び預金の残高は2,388百万円であり、前期に複数の金融機関から総額

2,100百万円の資金調達を実施した後も継続した借入により当面の資金を確保しており、重要な資金繰りの懸念はありま

せん。

従って、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。

なお、当該事象又は状況の解消のため、コスト圧縮等の対策を実行すると共に、既存店舗に本格的な中食市場へのア

プローチ「街の焼鳥屋さん」を併設するなど既存事業の再構築、デリバリーサービスの強化、さらに酒類に依存しない

業態の確立など新たなビジネスの創造に取り組んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で財務諸表を作成する方針

であります。なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であり

ます。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,337,859 2,388,898

売掛金 202,716 182,971

商品及び製品 22,397 25,501

原材料及び貯蔵品 25,426 29,044

前払費用 54,590 51,287

未収入金 841,064 266,208

その他 11,031 5,998

貸倒引当金 △3,551 △2,203

流動資産合計 3,491,535 2,947,705

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 411,185 329,300

構築物（純額） 833 461

工具、器具及び備品（純額） 68,843 40,042

土地 149,366 149,366

建設仮勘定 1,000 -

有形固定資産合計 631,228 519,170

無形固定資産 35,580 28,872

投資その他の資産

投資有価証券 12,171 12,551

出資金 10 40

長期貸付金 11,514 7,855

破産更生債権等 9,930 9,905

長期前払費用 9,466 6,771

差入保証金 353,583 373,848

その他 29,810 37,631

貸倒引当金 △21,519 △20,449

投資その他の資産合計 404,968 428,154

固定資産合計 1,071,776 976,197

資産合計 4,563,312 3,923,903
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 215,003 175,516

短期借入金 2,100,000 1,800,000

1年内返済予定の長期借入金 - 60,000

未払金 383,494 233,506

未払費用 3,037 3,893

未払法人税等 29,000 45,118

前受金 2,082 2,522

預り金 46,414 31,753

前受収益 27,812 31,153

賞与引当金 19,385 25,795

株主優待引当金 63,613 56,004

資産除去債務 153,589 6,186

その他 6,784 4,179

流動負債合計 3,050,217 2,475,630

固定負債

長期借入金 - 415,000

繰延税金負債 5,901 4,346

資産除去債務 108,726 106,893

長期預り保証金 311,316 295,016

その他 87,035 83,763

固定負債合計 512,979 905,018

負債合計 3,563,196 3,380,648

純資産の部

株主資本

資本金 1,510,530 1,510,530

資本剰余金

資本準備金 816,726 816,726

その他資本剰余金 802,663 802,663

資本剰余金合計 1,619,390 1,619,390

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △1,679,828 △2,136,953

利益剰余金合計 △1,679,828 △2,136,953

自己株式 △453,378 △453,378

株主資本合計 996,712 539,587

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,402 3,666

評価・換算差額等合計 3,402 3,666

純資産合計 1,000,115 543,254

負債純資産合計 4,563,312 3,923,903
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 3,868,041 2,628,310

売上原価 1,557,651 1,089,370

売上総利益 2,310,390 1,538,939

販売費及び一般管理費 3,518,105 2,772,373

営業損失（△） △1,207,715 △1,233,433

営業外収益

受取利息 719 616

受取配当金 509 524

受取家賃 9,406 8,372

解約返戻金 9,211 1,975

受取奨励金 4,250 -

雇用調整助成金 156,059 219,867

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金 284,438 768,737

その他 16,516 11,249

営業外収益合計 481,111 1,011,343

営業外費用

支払利息 10,891 16,574

支払手数料 - 6,363

その他 1,387 1,073

営業外費用合計 12,278 24,011

経常損失（△） △738,882 △246,101

特別利益

固定資産売却益 7,911 2,265

受取補償金 32,763 -

特別利益合計 40,674 2,265

特別損失

固定資産除却損 33,626 147

固定資産売却損 7,468 0

減損損失 672,759 157,370

賃貸借契約解約損 12,094 1,712

特別退職金 15,174 -

特別損失合計 741,122 159,230

税引前当期純損失（△） △1,439,330 △403,066
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(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

法人税、住民税及び事業税 37,426 29,079

法人税等調整額 △6,716 △1,671

法人税等合計 30,709 27,407

当期純損失（△） △1,470,040 △430,473
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益剰余金
利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 1,510,530 816,726 802,663 1,619,390 △209,788 △209,788

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高

当期変動額

剰余金の配当 - -

当期純損失（△） △1,470,040 △1,470,040

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - - △1,470,040 △1,470,040

当期末残高 1,510,530 816,726 802,663 1,619,390 △1,679,828 △1,679,828

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △453,319 2,466,812 935 935 2,467,748

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高

当期変動額

剰余金の配当 - -

当期純損失（△） △1,470,040 △1,470,040

自己株式の取得 △59 △59 △59

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

2,466 2,466 2,466

当期変動額合計 △59 △1,470,099 2,466 2,466 △1,467,632

当期末残高 △453,378 996,712 3,402 3,402 1,000,115
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　当事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益剰余金
利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 1,510,530 816,726 802,663 1,619,390 △1,679,828 △1,679,828

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△26,651 △26,651

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,510,530 816,726 802,663 1,619,390 △1,706,479 △1,706,479

当期変動額

剰余金の配当

当期純損失（△） △430,473 △430,473

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - - △430,473 △430,473

当期末残高 1,510,530 816,726 802,663 1,619,390 △2,136,953 △2,136,953

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △453,378 996,712 3,402 3,402 1,000,115

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△26,651 △26,651

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△453,378 970,061 3,402 3,402 973,464

当期変動額

剰余金の配当

当期純損失（△） △430,473 △430,473

自己株式の取得 - - -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

264 264 264

当期変動額合計 - △430,473 264 264 △430,209

当期末残高 △453,378 539,587 3,666 3,666 543,254
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純損失（△） △1,439,330 △403,066

減価償却費 154,898 102,044

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,596 6,410

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,871 △2,417

株主優待引当金の増減額（△は減少） 28,649 △7,608

受取利息及び受取配当金 △1,228 △1,141

支払利息 10,891 16,574

固定資産売却損益（△は益） △443 △2,265

受取補償金 △32,763 -

減損損失 672,759 157,370

特別退職金 15,174 -

固定資産除却損 33,626 147

雇用調整助成金 △156,059 △219,867

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金 △284,438 △768,737

売上債権の増減額（△は増加） 114,939 19,745

棚卸資産の増減額（△は増加） 5,342 △6,721

仕入債務の増減額（△は減少） △230,151 △39,486

その他の流動資産の増減額（△は増加） △91,561 115,753

その他の流動負債の増減額（△は減少） △123,707 △135,720

その他 △40,600 △49,785

小計 △1,393,471 △1,218,772

補償金の受取額 51,052 -

雇用調整助成金の受取額 84,909 240,359

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金の受
取額

52,840 863,699

特別退職金の支払額 △15,174 -

利息及び配当金の受取額 992 953

利息の支払額 △10,891 △16,574

法人税等の支払額 △25,061 △28,093

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,254,805 △158,427

投資活動によるキャッシュ・フロー

差入保証金の差入による支出 △3,360 △41,125

差入保証金の回収による収入 110,281 373,973

有形固定資産の取得による支出 △130,897 △187,689

有形固定資産の売却による収入 21,066 2,530

無形固定資産の取得による支出 △2,477 △4,192

資産除去債務の履行による支出 △120,716 △104,877

その他 △3,908 △4,080

投資活動によるキャッシュ・フロー △130,011 34,539

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,100,000 △300,000

長期借入れによる収入 - 500,000

長期借入金の返済による支出 - △25,000

配当金の支払額 △212 △73

自己株式の取得による支出 △59 -

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,099,727 174,926

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 714,911 51,038

現金及び現金同等物の期首残高 1,622,948 2,337,859

現金及び現金同等物の期末残高 2,337,859 2,388,898
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

・「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」という。)等

を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、フランチャイ

ズ契約における加盟料収入及び更新料について、従来は、契約開始月一時点において収益を認識する方法によっ

ておりましたが、契約期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識

会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんど

すべての収益の額を認識した契約に、新たに会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86

項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべ

ての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期会計期間の期

首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当事業年度の売上高は4,857千円増加、営業損失は4,857千円減少し、経常損失及び税引前四半期純

損失はそれぞれ4,857千円減少しております。

また、利益剰余金の当期首残高は26,651千円減少しております。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前会計年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」 (企業会計基準第12号2020年３月

31日)第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情

報を記載しておりません。

・政府、自治体からの各種要請等により、臨時休業を行った店舗の休業期間中に発生した固定費（人件費、地代家

賃、減価償却費）については、従来「新型コロナウイルス感染症による損失」として特別損失に計上しておりま

したが、第１四半期会計期間より、販売費及び一般管理費に計上しております。

また、当該変更を受け、従来特別利益に計上していた「新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金」および

「雇用調整助成金」については、第１四半期会計期間より、営業外収益に計上しております。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化していることを受け、当社の店舗については、休業からテイクアウ

トのみの部分的な営業を行う店舗が増加しております。これらの部分的営業店舗に係る固定費は「新型コロナウ

イルス感染症による損失」に含めておらず、この結果、新型コロナウイルス感染症による損失の実態と会計処理

との乖離が大きくなってきたことから、四半期財務諸表をより適切に表示するために当該会計方針の変更を行う

ものであります。

なお、当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前事業年度については遡及適用後の四半期財務諸

表及び財務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前事業年度の営業損失は291,586千円増加し、経常損失は134,255千円

減少しておりますが、税引前四半期純損失に与える影響はありません。また、前事業年度の期首の純資産に反映

されるべき累積的影響はないため、前事業年度の利益剰余金の期首残高に与える影響はありません。
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(追加情報)

新型コロナウイルス感染症の経済への影響が継続しており、当社の業績にも大きな影響を及ぼしています。

当社では、固定資産の減損会計の会計上の見積りについて、財務諸表作成時において入手可能な情報に基づき実

施しております。

新型コロナウイルス感染症の拡大が当社の業績に与える影響に関する仮定については、前事業年度の有価証券報

告書に記載した会計上の見積りにおける仮定を、2023年３月期以降徐々に回復するものと仮定を変更しておりま

す。

当該仮定の変更に伴う業績への影響はありません。

(セグメント情報等)

　当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 124円57銭 １株当たり純資産額 67円67銭

１株当たり当期純利益金額 △183円11銭 １株当たり当期純損失金額 △53円62銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい
ては、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在株
式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい
ては、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在株
式が存在しないため記載しておりません。

（注） １株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

　 当期純利益金額又は当期純損失金額（△）(千円) △1,470,040 △430,473

　 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　 普通株式に係る当期純利益金額又は
　 当期純損失金額（△）(千円)

△1,470,040 △430,473

　 期中平均株式数(千株) 8,028 8,028
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(重要な後発事象)

（資本金の額の減少）

当社は、2022年５月13日開催の取締役会において、2022年６月25日開催予定の第50回定時株主総会に資本金の額

の減少について付議することを決議いたしました。

１．資本金の額の減少の目的

今後の資本政策の柔軟性および機動性の確保を目的として、会社法第447条第１項の規定に基づき、資本金の額の

減少を行うものであります。なお、本件による発行済株式総数および純資産額に変更はなく、株主の皆様のご所有

株式数や１株当たり純資産額に影響はありません。

２．資本金の額の減少の要領

（１）減少すべき資本金の額

資本金の額1,510,530,000円を1,410,530,000円減少して、100,000,000円といたします。

（２）資本金の額の減資の方法

払戻を行わない無償減資とし、発行済株式総数の変更は行わず、減少する資本金の額の全額を その他資本剰余

金に振り替えることといたします。

３．資本金の減少の日程（予定）

　（１）取締役会決議日 2022年５月13日

　（２）債権者異議申述公告日 2022年５月31日

　（３）定時株主総会決議日 2022年６月25日

　（４）債権者異議申述最終期日 2022年６月30日

　（５）減資の効力発生日 2022年７月１日

４．今後の見通し

本件につきましては、金銭授受等が発生しない、純資産の部における勘定科目間の振替え処理であり、当社の純

資産額に変更を生じるものではございません。

なお、上記の内容につきましては、2022年６月25日開催予定の定時株主総会において、資本金の額の減少に係る

議案が承認可決されることを条件としております。

　


